
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
編

首
飾
り
の
力
で
す
べ
て
の
騒
動
は
一
件
落
着
し
た
。

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
は
騎
士
道
精
神
の
理
念
に
基
づ
く
学
園
生
活
を

友
人
ら
と
共
に
過
ご
し
、
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
と
の
愛
を
育
ん
だ
。

事
件
解
決
か
ら
５
年
後
。

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
は
理
事
長
の
職
を
後
任
に
委
ね
、

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
と
共
に
シ
ュ
バ
リ
エ
島
を
出
た
。

結
婚
し
た
二
人
は
、
生
ま
れ
て
き
た
子
供
の
た
め

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
の
故
郷
に
ほ
ど
近
い
土
地
へ
と
引
っ
越
し
た
の
だ
。

そ
こ
で
葡
萄
の
栽
培
に
力
を
注
ぎ
、
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
は

広
大
な
田
園
一
帯
の
領
主
と
な
っ
た
。

―
―

フ
ラ
ン
ス
の
田
園
地
帯
。

金
髪
の
女　
　
　
　
「
今
年
の
葡
萄
は
豊
作
だ
ね
。」

背
の
高
い
男　
　
　
「
そ
う
だ
な
。
今
年
は
い
い
ワ
イ
ン
が
で
き
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

こ
れ
で
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
も
喜
ぶ
ぞ
。」

金
髪
の
女　
　
　
　
「
ほ
ら
。
噂
を
す
れ
ば
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
の
登
場
だ
よ
。」

小
太
り
の
老
人　
　
「
あ
あ
や
っ
て
毎
日
必
ず
様
子
を
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
る…
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ま
だ
お
若
い
の
に
し
っ
か
り
さ
れ
た
方
だ
。」

―
―
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シ
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邸
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間
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シ
ュ
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ダ
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で
す
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。」
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お
前
の
顔
を
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た
ら
疲
れ
な
ど
吹
っ
飛
ぶ
。」

ダ
ル
タ
ニ
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「…

…

ね
ぇ
、
あ
な
た
。」
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ュ
リ
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「
ん
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何
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」
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リ
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の
力
で
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て
の
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は
一
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着
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は
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道
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の
理
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に
基
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く
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を

友
人
ら
と
共
に
過
ご
し
、
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ュ
リ
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と
の
愛
を
育
ん
だ
。

事
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解
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ら
５
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後
。
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シ
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は
理
事
長
の
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後
任
に
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ね
、
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ニ
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と
共
に
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バ
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を
出
た
。
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た
二
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は
、
生
ま
れ
て
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た
子
供
の
た
め

リ
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リ
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ー
の
故
郷
に
ほ
ど
近
い
土
地
へ
と
引
っ
越
し
た
の
だ
。

そ
こ
で
葡
萄
の
栽
培
に
力
を
注
ぎ
、
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
は

広
大
な
田
園
一
帯
の
領
主
と
な
っ
た
。

―
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フ
ラ
ン
ス
の
田
園
地
帯
。

金
髪
の
女　
　
　
　
「
今
年
の
葡
萄
は
豊
作
だ
ね
。」

背
の
高
い
男　
　
　
「
そ
う
だ
な
。
今
年
は
い
い
ワ
イ
ン
が
で
き
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

こ
れ
で
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
も
喜
ぶ
ぞ
。」

金
髪
の
女　
　
　
　
「
ほ
ら
。
噂
を
す
れ
ば
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
の
登
場
だ
よ
。」

小
太
り
の
老
人　
　
「
あ
あ
や
っ
て
毎
日
必
ず
様
子
を
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
る…
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ま
だ
お
若
い
の
に
し
っ
か
り
さ
れ
た
方
だ
。」

―
―

リ
シ
ュ
リ
ュ
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邸
の
居
間

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「…

…

ふ
ぅ
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
お
疲
れ
の
よ
う
で
す
ね
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
ふ
っ
ふ…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
前
の
顔
を
見
た
ら
疲
れ
な
ど
吹
っ
飛
ぶ
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…

ね
ぇ
、
あ
な
た
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
ん
？　

何
だ
？
」



ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
あ…

…

ご
め
ん
な
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

別
に
改
め
て
言
う
ほ
ど
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…

た
だ
、
理
事
長
の
職
を
辞
め
て
今
度
は
領
主…

…
　
　
　
　
　
　
　
　

 

職
を
変
え
て
も
皆
を
束
ね
て
こ
ん
な
に
慕
わ
れ
て…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 

私
は
と
て
も
い
い
人
と
結
婚
し
た
な
っ
て
思
う
ん
で
す
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
は
は
は
は
！

　
　
　
　
　
　
　
　

 
そ
ん
な
こ
と
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 
私
は
て
っ
き
り
違
う
こ
と
を
想
像
し
て
い
た
ぞ
？
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
何
を
で
す
か
？
」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
い
い
か
、
ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

男
が
仕
事
で
忙
し
い
と
き
は
こ
う
言
う
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
甘
え
る
時
間
が
な
く
な
っ
た
』
と
な
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
え…

…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
私
は
お
前
が
少
し
拗
ね
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

少
し
寂
し
そ
う
で
、
少
し
わ
が
ま
ま
を
言
う
と
こ
ろ
も

　
　
　
　
　
　
　
　

 

可
愛
い
と
思
う
ぞ
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…

あ
ら
、『
少
し
』
が
ポ
イ
ン
ト
な
ん
で
す
か
？
」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
ふ
っ
ふ…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 

い
や
、
全
力
で
ぶ
つ
か
っ
て
き
て
も
い
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

私
は
す
べ
て
を
受
け
止
め
て
や
れ
る
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
相
変
わ
ら
ず
強
気
で
す
ね
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
当
然
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…

で
、
お
前
は
私
に
何
を
言
う
の
だ
？

　
　
　
　
　
　
　
　

 

言
わ
な
い
と
言
わ
せ
る
ぞ
？
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
ふ
ふ
っ
、
じ
ゃ
あ…

…

」

―
―

コ
ン
コ
ン
。

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
の
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リ
シ
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リ
ュ
ー
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。」
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ぞ
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な
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で
す
か
？
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ふ
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い
や
、
全
力
で
ぶ
つ
か
っ
て
き
て
も
い
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

私
は
す
べ
て
を
受
け
止
め
て
や
れ
る
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
相
変
わ
ら
ず
強
気
で
す
ね
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
当
然
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…

で
、
お
前
は
私
に
何
を
言
う
の
だ
？

　
　
　
　
　
　
　
　

 

言
わ
な
い
と
言
わ
せ
る
ぞ
？
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
ふ
ふ
っ
、
じ
ゃ
あ…
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―
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ン
コ
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。

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
の
声　
「
リ
シ
ュ
リ
ュ
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様
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ロ
シ
ュ
フ
ォ
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ル
で
す
。」
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シ
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リ
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入
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―
―

バ
タ
ン
。

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
失
礼
し
ま
す
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
何
の
用
だ
。」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
葡
萄
の
収
穫
を
祝
う
パ
ー
テ
ィ
で
着
用
し
て
い
た
だ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

 
若
君
の
衣
装
に
つ
い
で
で
す
が
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
ど
う
し
た
。」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
私
が
用
意
し
た
も
の
を
さ
し
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
が
品
の
な
い
衣
装
を
新
し
く
作
っ
た
よ
う
で
す
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…
…
…

」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
襟
元
に
大
き
な
フ
リ
ル
が
幾
つ
も
並
ぶ
な
ど
愚
の
骨
頂
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
れ
で
は
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
の
お
立
場
を
悪
く
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

何
故
、
そ
の
よ
う
な
許
可
を…

…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
。
お
前
ら
し
く
な
い
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

決
ま
っ
た
こ
と
に
従
え
。
い
い
な
。」

ロ
シ
ュ
フ
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畏
ま
り
ま
し
た
。」
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シ
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行
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で
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と
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あ
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で
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よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
れ
に
、
葬
儀
の
よ
う
な
真
っ
黒
の
衣
装
よ
り
い
い
と
思
い
ま
す
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
そ
う
だ
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 …
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そ
れ
に
し
て
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ロ
シ
ュ
フ
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ル
は
最
近
や
た
ら
と
こ
の
部
屋
に
来
る
。
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が
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と
一
緒
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の
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妬
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い
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の
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？
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リ
シ
ュ
リ
ュ
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「…

…

で
、
今
宵
は
何
を
す
る
の
だ
？
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
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え
っ…

…

？
」
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シ
ュ
リ
ュ
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「
今
日
は
お
前
と
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て
教
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で
出
会
っ
た
記
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だ
。
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い
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？
」
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タ
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。
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懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
す
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。
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ュ
リ
ュ
ー　
　
「…

…
…
…

」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…
…
…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「…

…

で
、
今
宵
は
何
を
す
る
の
だ
？
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
え
っ…

…

？
」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
今
日
は
お
前
と
初
め
て
教
会
で
出
会
っ
た
記
念
日
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

覚
え
て
い
る
か
？
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
は
い
。
も
ち
ろ
ん
で
す
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
夫
婦
で
も
男
と
女
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

記
念
日
は
大
切
だ
ぞ
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
は
い
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
な
ら
ば…

…

」

―
―

コ
ン
コ
ン
。

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「…

…
…
…

」

―
―

コ
ン
コ
ン
。

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
の
声　
「
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
。
ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
で
す
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「…

…

入
れ
。」

―
―

バ
タ
ン
。

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
失
礼
し
ま
す
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
今
度
は
何
だ
。」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
兼
ね
て
か
ら
懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
種
の
ワ
イ
ン
の
命
名
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

候
補
の
案
を
い
く
つ
か
お
持
ち
し
ま
し
た
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
今
か
？
」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
は
い
。
早
い
方
が
良
い
と
思
い
ま
し
て
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「…

…
…
…

」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…
…
…

」



ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
で
は
早
速
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

こ
ち
ら
の
提
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
あ
あ
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
（…

…

相
変
わ
ら
ず
凄
い
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

沈
黙
を
も
の
と
も
し
な
い
押
し
の
強
さ…

…

）

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「『
ラ
ッ
サ
ン
ブ
レ
・
サ
リ
ュ
ー
』…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
ラ
・
ヴ
ォ
リ
エ
ル
』…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…

ど
ち
ら
も
堅
苦
し
い
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
れ
に
ワ
イ
ン
の
銘
柄
ら
し
く
な
い
。」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

で
は
再
考
し
て
お
持
ち
致
し
ま
す
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
い
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

今
、
決
め
て
し
ま
お
う
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
え
っ…

…

」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
今
、
で
ご
ざ
い
ま
す
か
？
」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
そ
う
だ
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「（
小
声
で
）
真
夜
中
に
寝
室
に
来
な
い
と
も
限
ら
ん
か
ら
な
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「（
小
声
で
）
な
る
ほ
ど…
…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「『
ラ
ブ
・
ラ
ビ
リ
ン
ス
』
は
ど
う
だ
？

　
　
　
　
　
　
　
　

 

愛
に
満
ち
溢
れ
る
芳
醇
な
葡
萄
を
連
想
し
な
い
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
ラ
ブ
・
ラ
ブ
ブ
リ
ン
ス…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
、
す
み
ま
せ
ん
。
噛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
は
は
は
は
。
可
愛
い
ぞ
。」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…
…
…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
。」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
で
は
早
速
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

こ
ち
ら
の
提
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
あ
あ
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
（…

…

相
変
わ
ら
ず
凄
い
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

沈
黙
を
も
の
と
も
し
な
い
押
し
の
強
さ…

…

）

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「『
ラ
ッ
サ
ン
ブ
レ
・
サ
リ
ュ
ー
』…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
ラ
・
ヴ
ォ
リ
エ
ル
』…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…

ど
ち
ら
も
堅
苦
し
い
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
れ
に
ワ
イ
ン
の
銘
柄
ら
し
く
な
い
。」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

で
は
再
考
し
て
お
持
ち
致
し
ま
す
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
い
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

今
、
決
め
て
し
ま
お
う
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
え
っ…

…

」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
今
、
で
ご
ざ
い
ま
す
か
？
」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
そ
う
だ
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「（
小
声
で
）
真
夜
中
に
寝
室
に
来
な
い
と
も
限
ら
ん
か
ら
な
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「（
小
声
で
）
な
る
ほ
ど…
…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「『
ラ
ブ
・
ラ
ビ
リ
ン
ス
』
は
ど
う
だ
？

　
　
　
　
　
　
　
　

 

愛
に
満
ち
溢
れ
る
芳
醇
な
葡
萄
を
連
想
し
な
い
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
ラ
ブ
・
ラ
ブ
ブ
リ
ン
ス…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
、
す
み
ま
せ
ん
。
噛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
は
は
は
は
。
可
愛
い
ぞ
。」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…
…
…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
。」



ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
失
礼
致
し
ま
し
た
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
だ
が
、
ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
が
噛
ん
で
し
ま
う
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

 

他
の
名
に
し
よ
う
。」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
で
は…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
ラ
ブ
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
』
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…
…
…

」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
愛
に
満
ち
溢
れ
る
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
の
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
か
な
り
近
づ
い
て
き
た
が
直
接
的
す
ぎ
は
し
な
い
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
れ
に
少
し
甘
す
ぎ
る
名
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…
…
…

そ
う
だ
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
ラ
ブ
ハ
ン
タ
ー
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
』、
こ
れ
は
ど
う
だ
？
」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
素
晴
ら
し
い
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
そ
う
だ
ろ
う
？

　
　
　
　
　
　
　
　

 

私
は
名
付
け
に
は
自
信
が
あ
る
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
え…

…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「『
ラ
ブ
ハ
ン
タ
ー
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
』

　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…

な
か
な
か
良
い
な
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…
…
…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

気
に
入
ら
な
い
の
か
？
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
あ
、
い
え
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
ん
な
こ
と
は…

…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「…

…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
、
も
う
少
し
案
を
出
せ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
と
改
良
を
加
え
た
ワ
イ
ン
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

記
念
に
な
る
よ
う
な
銘
柄
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

よ
り
私
ら
し
く
、
胸
に
ぐ
っ
と
迫
る
も
の
を
考
え
よ
。」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
失
礼
致
し
ま
し
た
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
だ
が
、
ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
が
噛
ん
で
し
ま
う
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

 

他
の
名
に
し
よ
う
。」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
で
は…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
ラ
ブ
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
』
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…
…
…

」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
愛
に
満
ち
溢
れ
る
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
の
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
か
な
り
近
づ
い
て
き
た
が
直
接
的
す
ぎ
は
し
な
い
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
れ
に
少
し
甘
す
ぎ
る
名
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…
…
…

そ
う
だ
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
ラ
ブ
ハ
ン
タ
ー
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
』、
こ
れ
は
ど
う
だ
？
」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
素
晴
ら
し
い
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
そ
う
だ
ろ
う
？

　
　
　
　
　
　
　
　

 

私
は
名
付
け
に
は
自
信
が
あ
る
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
え…

…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「『
ラ
ブ
ハ
ン
タ
ー
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
』

　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…

な
か
な
か
良
い
な
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…
…
…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

気
に
入
ら
な
い
の
か
？
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
あ
、
い
え
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
ん
な
こ
と
は…

…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「…

…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
、
も
う
少
し
案
を
出
せ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
と
改
良
を
加
え
た
ワ
イ
ン
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

記
念
に
な
る
よ
う
な
銘
柄
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

よ
り
私
ら
し
く
、
胸
に
ぐ
っ
と
迫
る
も
の
を
考
え
よ
。」



ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
は
い
。
畏
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

で
は…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
ナ
イ
ス
ガ
イ
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
』…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
ダ
ン
デ
ィ
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
』…

…
　
　
　
　
　
　
　
　

 『
嗚
呼
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
』…

…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「『
嗚
呼
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
』
か…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 

多
少
は
胸
に
迫
っ
て
き
た
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 
だ
が
も
う
少
し
こ
う
、
葡
萄
か
ら
ワ
イ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

 
神
秘
的
な
セ
ク
シ
ー
さ
を
求
め
た
い
。」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「『
ア
ポ
ロ
ン
・
セ
レ
ー
ネ
』…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
メ
ル
シ
ー
・
ア
ポ
ロ
ン
』…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
ザ
・
ヘ
ン
シ
ン
』…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
嗚
呼
・
ヘ
ン
シ
ン
』…

…
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…
…
…

」

―
―

数
時
間
後
。
寝
室
。

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…

や
っ
と
決
ま
っ
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
だ
が
、
窓
の
外
が
白
く
な
っ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

も
う
夜
が
明
け
る
の
か…
…

」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
早
く
休
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
や
す
み
な
さ
い
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
も
う
休
む
の
か
？
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
だ
っ
て
今
日
も
お
仕
事
が
あ
る
で
し
ょ
う
？
」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
。
先
ほ
ど
言
っ
た
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

男
が
仕
事
で
忙
し
い
と
き
は
何
と
言
う
の
だ
？
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…

あ…
…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「…

…

言
わ
な
い
と
私
が
甘
え
る
ぞ
？
」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
は
い
。
畏
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

で
は…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
ナ
イ
ス
ガ
イ
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
』…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
ダ
ン
デ
ィ
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
』…

…
　
　
　
　
　
　
　
　

 『
嗚
呼
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
』…

…

」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「『
嗚
呼
・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
様
』
か…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 

多
少
は
胸
に
迫
っ
て
き
た
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 
だ
が
も
う
少
し
こ
う
、
葡
萄
か
ら
ワ
イ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

 
神
秘
的
な
セ
ク
シ
ー
さ
を
求
め
た
い
。」

ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル　
「
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「『
ア
ポ
ロ
ン
・
セ
レ
ー
ネ
』…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
メ
ル
シ
ー
・
ア
ポ
ロ
ン
』…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
ザ
・
ヘ
ン
シ
ン
』…

…

　
　
　
　
　
　
　
　

 『
嗚
呼
・
ヘ
ン
シ
ン
』…

…
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…
…
…

」

―
―

数
時
間
後
。
寝
室
。

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「…

…

や
っ
と
決
ま
っ
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
だ
が
、
窓
の
外
が
白
く
な
っ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

も
う
夜
が
明
け
る
の
か…
…

」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
早
く
休
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
や
す
み
な
さ
い
。」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
も
う
休
む
の
か
？
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン　
　
「
だ
っ
て
今
日
も
お
仕
事
が
あ
る
で
し
ょ
う
？
」

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー　
　
「
ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
。
先
ほ
ど
言
っ
た
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

男
が
仕
事
で
忙
し
い
と
き
は
何
と
言
う
の
だ
？
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